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特集 くずし字を読もう！ 

第27号 

令和３年１０月 

羽村市史編さんだより 

今号の内容    

部会と市史編さ んの足あと／  

資料紹介 ／Ｎｅ ｗｓ ／  

コラム「ちっと んべぇ」  
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人の名前を 

読む 
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特集 くずし字を読もう！ 
市史の編さんにはさまざまな種類の古文書

こもんじょ

を読み解いていくことが必要です。 

古文書といえば、ぐにゃぐにゃとした“くずし字”で書かれていて、読み慣れていない人には難しいのではな

いでしょうか。 

そこで今回の特集では、古文書に親しむ第一歩として、目にすることの多いくずし字を紹介します。 

ちなみに古文書は、江戸時代の研究だけでなく、近現代史や民俗学、また意外にも自然科学の分野でも活用さ

れていて、それらに基づくデータが研究に役立っています。(→５ページ資料紹介) 

左の史料には、５人の男性の名前が書かれています。 

昔の人の名前はある程度パターンが決まっていて、使われる漢字も限

られています。そのため、字の予想がしやすく、くずし字の中でも読み

やすいといわれています。 

はカタカナの「ト」のように見えますが、「郎」の字がくずされ極力

省略された形のものです。 

は「蔵」の字です。         のようにだんだんくずされ

ていったものです。 

は「あ」に似ていますね。「安」の字をくずしたものです。 

この５人の名前は、右から順に「鈴木八五郎」「栗原与助」「柴田市蔵」

「小作安吉」「並木周助」と書かれています。 

左の史料は、明治期の学校制服の費用を記したものです。青線で囲んだ部分は金額

を示しています。 

漢字の表記については、現在の常用漢字と異なる形はあるものの、そのパターンは

限られていて、漢数字とその下に貨幣の単位が書かれていることがわかれば、それは

金額を記しているということがわかってきます。 

明治４年（1871）に発布された新貨条例により、当時の貨幣の単位は「円」「銭
せん

」

「厘
りん

」でした。枠内１文字目の「弐」は漢数字の二、４文字目の「拾」は漢数字の十

と同様に用います。 

は、金偏
かねへん

が省略されて右側部分のみになった「銭」の字です。頻出の字ですが

画数が多いため、よくこのように省略して書かれます※。 

ここの金額は「弐円五拾銭」と書かれています。 

 

※ 省略された「銭」の字は、銭が通貨単位として採用された明治４年から、 

昭和 28 年に廃止されるまでの間に主に用いられた。 

（山下 真里「「銭」の異体字「[セン]」の盛衰とその要因」（『日本語の研究』第９巻４号, 2013） 

 

金額を 

読む 

史料中の番号が付いた文字を①～⑦の順に並べると、ある「言葉」が

出来上がります。答えは特集の最後に！ 

昔はお金の単位も違ったんだね！ 

問題 

① 
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手紙や公的な書類には、必ず日付が書かれています。 

左の青線で囲んだ部分の日付を読んでみましょう。 

最初の２文字は元号で、「明治」です。 

しかしその次の   と、十二月の下の   は見慣れない文字です。 

実はこれらの字は、それぞれ「三十」「二十」の漢数字です。漢数字の十が

２つくっついた形なので「廿」、３つだと「卅」といった具合です。下の横棒

は、あったりなかったりします。 

つまり、この日付は「明治三十九年十二月二十一日」ということになります。

また、「月」や「日」は省略されることも多く、「口」や単なる点のように書か

れていることもしばしばあります。 

 

※掲載資料は、いずれも市内に残されていた明治期の史料(個人蔵)です。 

 

⑤ 

 

 

女性が手紙や日記などで用いたのは、かな文字を主とした文体です。 

漢字ばかりの公文
こうぶん

書
しょ

類より、現代の文体に近いため、少し読みやすい

ものとなります。 

右の明治期の史料は、ある女性が姉妹とみられる親しい間柄の人物に

宛てて書いた手紙の一部です。 

青線で囲んだ部分は、「先日ハ西多摩郡教育運動會（会）青梅小学校ニ

於
おい

て實（実）行致され～」と、最近あった出来事を報告しています。 

手紙文は書かれた当時の日常のようすがわかるので、今読んでも面白

い内容が多いのも魅力です。 

古文書を読むには、時代背景や文書の残された家・人の経歴だけでなく、当時の人間関係や

政治、農業、商業といった各分野の知識が必要となります。それらの知識をフル動員させ、調

べながら解読するのは大変な作業ですが、その分、読めたときの喜びも大きいものです。 

 

  

 

 

 

 

 

日付の後には、差出人と宛名が書かれているりん！ 

さて、みなさん冒頭の問題は解けましたか？ 

答えは            (市制施行三十周年)でした！ 

平成３年に市制を施行した羽村市は、令和３年 11 月 1 日に 30 周年を迎えます。 

家族や友達からの手紙を 

大事にとってあるんだね 

手紙文を 

読む 

日付を 

読む 

⑦ 

③ 

④ 
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部会と市史編さんの足あと 

［７月］ 第５部会(民俗部会)の資料返却を行いました。 

［８月］ 部会長会議を開催し、本編に向けての意見交換を行いました。 

［９月～］市制施行 30周年記念誌の刊行に向けて編集作業を進めています。原稿の作

成のため、部会内で情報を共有しました。市史編さんに関わる調査を振り

返り、改めて写真の整理を行い、調査風景の写真を選びました。そのなか

で、調査中の出来事やさまざまな出会い、楽しかったことや苦労したこと

などが思い出されました。 

写真の木箱は市内個人宅の蔵の中に保管されていた資料です。 

「明治 42年書類」と書かれたこの箱には、明治から大正にかけてのさま

ざまな書類が収められていました。中からは桑の管理や購入、蚕
さん

種
しゅ

購入のや

りとりといった家業の養蚕に関するもの、消防やお堂の管理など地域に関

するもの、その他にも手紙や領収書の綴りなどの書類が見つかりました。こ

れらの記録はくずし字で書かれており、今号ではこのくずし字を共通テー

マとして各コーナーの記事を掲載しました。 

表紙の、木箱から浮かび上がってきている文字の中には、記事の中に登場

したくずし字も含まれています。あらためて見直して、見つけてみてくださ

い。 

表紙の写真 木箱とくずし字  

  

「伸びゆくはむら」バックナンバーについて 

以下の場所でご覧いただけます。 

●市史編さん室（市役所西庁舎３階） 

●羽村市図書館（３階地域資料コーナー） 

このほか、羽村市公式サイトでもご覧いただけます。 

▼公式サイトは
コチラから 
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で製氷がされていたことや、台風の襲来や積雪

量のこと、関東大震災時の地震の揺れや被害の

有無などの記述もあり、当時の様子をさまざま

に知ることができます。 

第４部会では、この『羽村日誌』に加えて市

内に残された古文書・農業日誌・養蚕日誌など

からも天気の記録を抽出しました。このように

気候記録をたどることを歴史気候研究といい

ます。古文書を取り扱うので歴史学かな？とも

思いますが、自然科学の一分野にあたります。 

『羽村日誌』の歴史気候記録からは、11月下

旬から２月頃にかけての連続した晴天日や、雨

天日と曇天日が梅雨期・秋雨期に連続している

こと、降雪日は 12 月中旬から３月中旬頃に多

くみられることなど、当時の天候が近年の天候

の特徴と大きく異なるものではないことがわ

かりました。 

このように現代に残された古文書は、過去を

知るための貴重な手がかりなのです。 

 

※休日出勤のこと。 

写真は、羽村取水堰を管理する役人が日々の

堰管理や業務内容を記録した『羽村日誌』（1869

～1924年）の中から、明治 44年(1911)１月のと

あるページを写したものです。 

『羽村市史資料編 自然』では、日記や日誌に

記録された天気から、過去の気候をさかのぼり、

羽村の長期的な気候変化を調べました。現在の

ように電子データのなかった時代、記録は紙で

残されていました。『羽村日誌』のような古文書

に記された天候記録は、気象観測測器によるデ

ータが得られるようになる前の、先人が残した

貴重な記録です。 

私たちが日記をつける時、日付や曜日に続い

てよく天気を記します。写真の枠の中にはそれ

と同じように、日付などに続けてその日の天気

が記されています。加えてこの日誌には水門の

水量の管理・記録が残され、他のページには修復

工事のことや、拝島（昭島市）までの玉川上水の

巡視などの業務報告、また現場作業員の仕事内

容や出勤廃休※までもが記録されています。 

さらに業務内容とは別に、丸山下（堰の対岸） 

「図 12－1 雨倉家（川崎）の養蚕日誌（上）と羽村日誌（下）における天気の

記述例」より羽村日誌を抜粋 
（『羽村市史 資料編 自然』278 ページ） 

今回紹介する資料は、『羽村市史 資料編 自然』から取りあげました。 
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コラム 

令和 3(2021)年 10 月 15 日発行 第 27 号 ［発行］羽村市 ［編集］羽村市企画総務部市史編さん室 

〒205-8601 東京都羽村市緑ヶ丘 5-2-1 電話 042-555-1111 内 364･365 FAX042-578-0131 

ｓ ｗ ｅ Ｎ 

現在、市史編さん室では市制施行 30周年を記念した冊子の作成に取り組んでいます。 

これまでに刊行した６冊の『羽村市史資料編』の中から、見どころとなるトピックスを抜き出して一

冊の冊子にまとめていきます。これらの紹介を中心に、これまでの市史編さんの過程で得られた成果や

調査でのこぼれ話なども掲載し、平成３年から令和３年までの羽村市の 30 年を振り返っていこうとい

う企画です。 

この他にも 30 年間の出来事を記した年表や、羽村の四季を彩る風景の写真など盛りだくさんの内容

で刊行します。記念誌の内容は、市公式サイトにて公開する予定ですのでお楽しみに。 

羽村市は令和３年(2021)１１月１日、市制施行３０周年を迎えます。 

拝 

啓 

  

「
伸
び
ゆ
く
は
む
ら
」
を
ご
覧
の
み
な
さ
ま
、
い
か
が
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。
今
号
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
〝
く
ず
し
字
〟
を
紹
介
し
ま
し
た

が
、
こ
の
手
紙
の
冒
頭
の
〝
く
ず
し
字
〟
は
、
解
読
で
き
た
で
し
ょ
う

か
。
実
は
こ
れ
、
今
で
も
使
わ
れ
て
い
る
時
候
の
挨
拶
な
の
で
す
。 

 

以
前
、
資
料
目
録
の
作
成
中
に
、
こ
の
文
字
が
書
か
れ
た
手
紙
を  

見
つ
け
ま
し
た
。
パ
ッ
と
目
に
飛
び
込
ん
で
き
た
の
が
「
馬
」
と
「
肥
」。 

 

私
は
こ
の
２
文
字
に
と
ら
わ
れ
、 

「
馬
の
堆
肥
？ 

水
分
の
少
な
い
馬
糞
が
肥
料
に
な
る
の
？ 

牛
や
豚
な
ら
と
も
か
く
…
…
」
と 

先
入
観
の
ま
ま
に
、
実
際
に
馬
糞
が
肥
料
に
使
わ
れ
て
い
た
の
か   

ど
う
か
調
べ
よ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。 

 

そ
の
と
き
、
ふ
っ
と
手
紙
か
ら
距
離
を
お
い
て
み
る
と
…
…
。 

突
然
、
前
後
の
く
ず
し
字
が
「
空
」「
高
」
と
「
候
」
の
文
字
と
し

て
浮
き
上
り
、
瞬
間
的
に
「
空
高
馬
肥
の
候
」
だ
と
理
解
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。 

「
読
め
た
」
と
い
う
よ
り
「
見
え
た
」
の
で
す
。 

そ
の
時
の
達
成
感
と
い
っ
た
ら
！
ま
さ
に
ア
ハ
体
験
。 

 

至
近
距
離
で
じ
っ
く
り
向
き
合
う
だ
け
で
な
く
、
こ
ん
な
ふ
う
に 

少
し
距
離
を
お
い
て
み
る
と
ま
た
新
た
に
見
え
て
く
る
も
の
が
あ
る
、

意
外
と
何
事
に
も
当
て
は
ま
る
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

敬 

具 

※文頭・文末の筆文字は、手紙（市内個人所蔵、明治 40 年頃）の一部を、原文まま転載したものです。 

※「ちっとんべぇ」とは、羽村の昔ことばで「ちょっと、少しばかり」という意味です。 

（
九
月
） 

第 27 回「時候の挨拶」 

今日はみなさまにお手紙をお届けします。 


